
 

１ 中学校区別ワークショップの概要 

地域が主体的に地域の魅力や課題を把握し、地域課題の解決などのために協働していく「地域づくり」の 

気運醸成と、本市の最上位計画として策定する２０４０年を展望した「長期ビジョン」に地域の声を反映する 

ために開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 全体総括 

 （１）２０年後のありたい姿 

    キーワード 「つながり」「多世代」「安全安心」など 

高齢化や人口減少が進むなか、地域内での居場所づくりや連携、行政との協働を望む声が多かった。 

   

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「ありたい姿の実現に向けて必要なこと」のうち、学校・子育て等に関する主な意見 

「ありたい姿の実現に向けて必要なこと」のうち、「学校」 

「教育」「子育て」に関する主な意見は下表のとおり。 

意見としては、学校施設を地域の活動拠点・交流の場と 

して活用することや学校と連携した見守り、学習支援など。 

地域コミュニティの核として学校に関わりながら、地域で 

子どもを育てたいなどの意見が多くあった。 

 
※分類については、参加者が検討した分類をそのまま採用して 
おり、同一の内容でも、分類が異なる場合がある。 

 

 

 

 

４ 検討結果の活用方法 

（１）地域づくり 

〇 「地域づくり推進会議」において、地域課題等の解決に向けた取組内容を検討する資料として活用 

〇 地域住民等がその地域や他の地域に関する情報の共有や意見交換を行うための資料として活用 

（２）長期ビジョン 

  〇 「地域のありたい姿」を用いて、長期ビジョンのあるべき姿の作成に活用 

  〇 「ありたい姿の実現に向けて必要なこと」を用いて、長期ビジョンの重点テーマや施策の検討に活用 

（３）その他 

  〇 「ありたい姿の実現に向けて必要なこと」を庁内で共有し、既存事業での対応や政策立案などに活用  

◆実施期間・回数 

令和２年（２０２０年）１２月６日～令和３年（２０２１年）７月１８日 

全２６回  

◆検討テーマ 

 「２０年後のありたい姿」とその実現に向けて「必要なこと」 

◆延べ参加者数 

市 民 ： ６５３名（男性 51.7％、女性 48.3％） 

従事者 ： ５０５名 

（２）ありたい姿の実現に向けて必要なこと（学校・子育て等に関する主な内容）  

取組主体（「地域」・「協働」・「行政」）と時間（「すぐにできる」「時間がかかる」）の６つの象限に分類。 

【２０年後のありたい姿】 

元八王子中学校区   大人も子供もつながりを大切に 仲の良い元八王子 

加住小中学校区   笑顔あふれる子どもから大人まで一緒に成長できる加住 

宮 上 中 学 校 区   学校に地域住民の学びを集約して発信の拠点に 

地域づくり推進及び長期ビジョン策定に向けた「中学校区別ワークショップ」の実施結果について（報告） 
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